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研究記録
研究記録
（2012 年 1 月～ 12 月）
著書（単著）
相良英明『作家としての宮崎駿 ― 宮崎駿における異文化融合と多文化
主義』神奈川新聞社、2012 年 3 月
著書（共著）
大崎ふみ子『笑いとユーモアのユダヤ文学』南雲堂、2012 年 3 月
論文（単著）
小倉恵美子	 “Ambiguity Resolution and Evolution of Word Order” The 
Evolution of Language ed. by T. Scott-Phillips, et al., World Scientific, pp. 
274-281, 2012 年 3 月 .
小倉恵美子	 “The Timing of Language Change” The Handbook of Historical 
Sociolinguistics ed. by Juan Manuel Hernandez-Campoy and Juan Camilo 
Conde-Silvestre, Blackwell, pp. 427-450, 2012 年 3 月 .
加川順治「人間的な生に向けてお互いを照らし出すボードレールとアレ
イクサンドレ」、『比較文化研究』第 14 号、鶴見大学比較文化研究所、
2012 年 3 月
冨岡悦子「植物詩の世界 ― ドイツと日本の詩に見られるバラの表象　
中編 ―」、『比較文化研究』第 14 号、鶴見大学比較文化研究所、2012
年 3 月
－ 104 －
小倉恵美子	 “The Global Organization of the English Lexicon and its 
Evoluiton”, Hans Sauer et al. eds., English Historical Linguistics 2008: 
Selected Papers from the Fifteenth Internati onal Conference on English 
Historical Linguistics, Vol.II: Words, Texts and Genres, John Benjamins B.V., 
pp. 65-83, 2012 年 8 月
翻訳
久保尚美（共訳）ジュノ・ディアス「プラの信条」、都甲幸治と共訳、
新潮社、『21 世紀の世界文学 30 冊を読む』、2012 年 5 月
口頭発表
小倉恵美子	“Ambiguity Resolution and Evolution of Word Order”, 
International Conference on the Evolution of Language, Campus Plaza 
Kyoto, 2012 年 3 月 13-16 日 .
小倉恵美子	 “Ambiguity Resolution and Evolution of Word Order: An 
Implication to the Acquisition of Language”, International Conference on 
Bilingualism and Comparative Linguistics, The Chinese University of Hong 
Kong, 2012 年 5 月 15-16 日 .
小倉恵美子	 ”Evolution of Grammatical Forms in English” 17th International 
Conference on English Historical Linguistics, University of Zurich, 2012 年
8 月 20-25 日 .
木村利夫『シンデレラ』のチャップブック　－ 英米の「異版」の諸相、
大東文化大学　板橋校舎、日本イギリス児童文学会　第 42 回研究大
会、2012 年 11 月 24 日
－ 105 －
研究記録
講演
木村利夫　ベストティーチャー賞と授業改善の取り組み　平成 24 年度
第 1 回実践情報・報告会　文学部 FD 委員会主催　2012 年 7 月 12 日	
鶴見大学記念館
書評
宮下治政 “Review of Agreement and Head Movement: Clitics, Incorporation, 
and Defective Goals, by Ian Roberts, MIT Press, Cambridge, MA, 2010, x + 
290 pp.,” Studies in English Literature, English Number 53 (2012) 日本英文
学会 2012 年 3 月
その他
Miller, Kevin. “How We Do It At Tsurumi University” Extensive Reading in 
Japan, Vol.6-9,  2012 年 2 月
冨岡悦子「第十二回詩界賞選考に臨んで」日本詩人クラブ「詩界通信」
第 58 号、2012 年 3 月
冨岡悦子「私の好きな季語　色なき風」りいの俳句会「りいの」第 36 号、
2012 年 9 月 10 日
－ 106 －
鶴見大学紀要投稿規程
 （趣旨）
第１条 鶴見大学（以下「大学」という。）および鶴見大学短期大学部 
（以下「短期大学部」という。）において研究または教育に従事す
る者の成果を紀要に公表することについて定めるものである。
 （投稿資格）
第２条 紀要に投稿できる者は，原則として，大学および短期大学部に
おいて研究または教育に従事する者およびこれと共同で研究に従
事する者とする。
 （投稿原稿） 
第３条 原稿は，未刊行のものに限る。定期刊行物（学術雑誌，商業雑
誌，大学・研究所紀要など）や単行本として既刊，あるいは，こ
れらに投稿中の原稿は本紀要に投稿できない。ただし，学会発表
抄録や科学研究費などの研究報告書はその限りではない。 
 （紀要の部編） 
第４条 紀要の部編は４種類とし，その邦文および欧文の標題は次のと
おりとする。 
　一　鶴見大学紀要　第１部（日本語・日本文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 1 (STUDIES IN 
JAPANESE LANGUAGE AND LITERATURE) 
　二　鶴見大学紀要　第２部（外国語・外国文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 2 (STUDIES IN 
FOREIGN LANGUAGES AND LITERATURE) 
　三　鶴見大学紀要　第３部（保育・歯科衛生編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 3 (STUDIES IN 
INFANT EDUCATION AND DENTAL HYGIENE) 
　四　鶴見大学紀要　第４部（人文・社会・自然科学編）
－ 107 －
投稿規程
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 4 (STUDIES IN 
HUMANITIES, SOCIAL AND NATURAL SCIENCES) 
 （発行の回数） 
第５条 紀要は，年度内に１回発行することを原則とし，その時期は年
度末３月とする。
 （提出原稿） 
第６条 原稿の作成は，紀要刊行内規で定められた投稿要綱に従うもの
とする。
 （原稿の提出先） 
第７条 原稿は，投稿する部編の紀要委員に提出するものとする。
 （原稿の提出締切日） 
第８条 原稿の提出締切日は，部編により別に定める。
 （編集） 
第９条 編集は，紀要委員会が行うものとする。
 （別刷） 
第10条 50 部を超える別刷の費用は，著者が負担するものとする。
 （著作権） 
第11条 紀要の公開にともなう，複製権および公衆送信権に関わる著作
権の行使は，原則として大学および短期大学部に帰属する。ただ
し，著者が自分の論文等を利用することは差し支えない。 
　二　論文等の全部あるいは大部分を他の著作物等に利用する場合に
は，その旨を大学および短期大学部に申し出ると共に，出典を明
記する。また，一部分を利用する場合にも，文献あるいは図説の
下に出典を明記する。
　三　掲載された論文等の執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの
指摘がなされた場合には，著者がその責任を負う。
附 則　この規程は，平成 21 年４月１日から施行する。
執筆者一覧
松　山　明　子	 文学部准教授	 （言語社会学）
Martin Connolly　	 文学部准教授	 （イギリス文学）
Kevin Miller	 文学部講師	 （英語教育）
木　村　利　夫	 歯学部准教授	 （英文学）
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